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緑の地球新聞

２
０
１
９
年
度
「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
助
成
金

贈
呈
式
／
第
13
回
研
究
・
活
動
報
告
会
を
開
催

心
に
「
桶
ヶ
谷
沼
」「
ト
ン
ボ
」
を
誇
り

に
思
っ
て
も
ら
う
取
組
を
長
年
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
磐
田
市
内
の
市
営
住

宅
の
壁
面
や
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

に
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

ト
ン
ボ
の
お
菓
子
に
Ｊ
Ａ
ト
ン
ボ
支
店
に

と
、
磐
田
市
は
「
ト
ン
ボ
の
ま
ち
」
と
し

て
市
民
の
心
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
種
を
保
全
す
る
取
組
は
大
変

で
す
。
１
９
９
９
年
に
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
が
異
常
発
生
し
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
確

認
数
が
わ
ず
か
47
頭
に
激
減
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
は
、「
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
を
救

え
」
と
県
立
磐
田
南
高
校
生
物
部
が
環
境

庁
へ
許
可
申
請
を
し
、
初
め
て
ベ
ッ
コ
ウ

ト
ン
ボ
の
採
卵
飼
育
増
殖
を
行
い
ま
し

た
。
桶
ヶ
谷
沼
を
考
え
る
会
で
も
木
製
生

け
簀
を
設
置
し
て
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
増

殖
を
図
っ
て
い
ま
す
。
水
槽
を
屋
外
に
設

置
し
、
周
り
の
草
を
入
れ
て
ト
ン
ボ
の
生

息
で
き
そ
う
な
場
所
を
作
る
と
、
ベ
ッ
コ

２
団
体
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、「
桶
ヶ
谷
沼
を
考
え
る
会
」
の

今
村
信
大
理
事
長
か
ら
、「
ト
ン
ボ
の
種

の
保
全
と
自
然
環
境
を
守
る
」
と
題
し
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

静
岡
県
磐
田
市
に
あ
る
ト
ン
ボ
の
楽
園

「
桶
ヶ
谷
沼
」
に
は
、
絶
滅
危
惧
種
ベ
ッ

コ
ウ
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
70
種
の
ト
ン
ボ
が

確
認
さ
れ
、
奇
跡
の
沼
と
し
て
現
在
も
種

の
保
全
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

「
桶
ヶ
谷
沼
を
考
え
る
会
」
は
１
９
８

６
年
12
月
に
設
立
さ
れ
て
今
年
で
34
年
目

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
１
９
９
０
年
に

は
桶
ヶ
谷
沼
が
自
然
環
境
保
全
地
域
特
別

地
区
に
指
定
さ
れ
、
１
９
９
４
年
に
は

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
が
環
境
庁
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
指
定
さ
れ
、
種
の
保
全

へ
の
取
組
が
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

桶
ヶ
谷
沼
を
考
え
る
会
で
は
、
１
か
所

で
の
ト
ン
ボ
の
生
息
数
が
日
本
一
の
小
さ

な
沼
で
「
ト
ン
ボ
を
守
ろ
う
！
」
で
は
な

く
、「
日
本
一
を
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
工
業
団
地
を
作
る
の
な
ら

そ
れ
で
も
良
い
。で
も
そ
れ
で
良
い
の
か
、

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
と
。

磐
田
市
、
磐
田
市
青
年
会
議
所
を
は
じ

め
、全
て
の
関
係
す
る
団
体
の
活
動
に「
ト

ン
ボ
」
を
組
み
込
ん
で
も
ら
い
、
市
民
の

緑
の
地
球
防
衛
基
金
は
、
２
０
１
９
年

11
月
８
日
（
金
）、
東
京
・
中
央
区
新
川

の
馬
事
畜
産
会
館
２
階
会
議
室
に
お
い

て
、
２
０
１
９
年
度
「
地
球
に
や
さ
し
い

カ
ー
ド
」
助
成
金
贈
呈
式
お
よ
び
第
13
回

研
究
・
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

先
ず
、第
１
部
の
助
成
金
贈
呈
式
で
は
、

大
石
正
光
当
基
金
理
事
長
、
池
田
明
彦
株

式
会
社
セ
デ
ィ
ナ
執
行
役
員
か
ら
挨
拶
が

行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
、
助
成
対
象
12
団

体
に
対
し
て
、
大
石
理
事
長
か
ら

２
０
１
９
年
度
上
半
期
助
成
金
目
録
が
手

交
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
２
部
の
第
13
回
研
究
・
活
動
報

告
会
で
は
、
今
年
度
の
活
動
報
告
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
生
物
多
様
性
」
を
踏
ま
え

助成金贈呈式の模様：サンクチュアリエヌピーオー
馬塚理事長に目録を授与する大石理事長

活動報告会の模様：報告者は桶ヶ谷沼を考える会
今村理事長
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育
成
の
段
階
か
ら
小
学
生
が
参
加
す
る
な

ど
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
様
々
な
活
動
と
し
て
、
西
別
川
流
域
コ

ン
サ
ー
ト
や
摩
周
水
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

摩
周
水
系
西
別
川
流
域
か
い
わ
い
会
議

（
近
隣
の
４
町
の
首
長
が
集
ま
り
環
境
問

題
を
議
論
）、バ
イ
カ
モ
保
全
の
取
組
（
シ

マ
フ
ク
ロ
ウ
の
餌
と
な
る
魚
の
隠
れ
場
所

と
な
る
。）
に
も
言
及
し
、
話
が
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

研
究
・
活
動
報
告
会
終
了
後
に
は
、
当

基
金
や
株
式
会
社
セ
デ
ィ
ナ
へ
の
質
問
や

意
見
を
述
べ
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
助
成

団
体
同
士
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
30

分
程
度
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
体
で
３
時
間
の
長
時
間
に
わ
た
る
会

合
で
し
た
が
、
出
席
者
は
熱
心
に
聞
き
入

り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

り
神
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
北
海
道
各
地
に

生
息
し
て
い
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
森
林
伐

採
な
ど
の
た
め
１
９
９
０
年
代
に
70
羽
程

度
に
激
減
し
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
っ
た
こ

と
、
こ
う
し
た
状
況
を
憂
慮
し
平
成
６
年

（
１
９
９
４
年
）
に
「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ

の
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
の
傷
病
個
体
（
死
体
を
含
む
）

を
保
護・回
収
し
、原
因
究
明
を
行
い
（
交

通
事
故
や
電
柱
で
の
感
電
事
故
、
キ
ツ
ネ

の
襲
撃
等
で
命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
あ
り
）

対
策
を
講
じ
る
な
ど
懸
命
の
保
護
活
動
に

よ
り
、
頭
数
は
道
東
を
中
心
に
１
６
５
羽

に
ま
で
増
え
て
き
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
年
５
月
第
３
日
曜
日
に
行
う

植
樹
祭
に
は
、
月
曜
日
を
代
休
に
し
て
地

域
の
小
学
校
が
参
加
し
、
最
近
で
は
苗
木

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
国
の
天
然
記
念
物
で

北
海
道
道
東
を
中
心
に
生
息
数
が
１
６
５

羽
程
度
と
推
測
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
種

で
す
。
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
は
、
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
の
増
殖
を
図
る
と
と
も
に
、
そ

の
採
餌
場
と
な
る
河
畔
林
の
機
能
を
「
魚

つ
き
保
安
林
」
と
位
置
付
け
、「
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
百
年
の
森
づ
く
り
」
と
賞
す
る
河

畔
林
造
成
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
成
果
は
、
約
８
万
４
千
本
の
植

林
、
巣
箱
の
架
設
・
清
掃
維
持
活
動
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
功
績
に
よ
り
「
緑

化
推
進
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

（
２
０
０
９
年
）」
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

舘
会
長
か
ら
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
翼

を
広
げ
る
と
１
．
８
～
２
ｍ
に
達
し
ア
イ

ヌ
の
神
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
（
集
落
の
守

ウ
ト
ン
ボ
が
来
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
５

年
経
つ
頃
に
は
他
の
ト
ン
ボ
た
ち
に
住
処

を
取
ら
れ
る
の
で
、
新
た
に
生
息
で
き
る

場
所
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

種
の
保
全
と
周
辺
環
境
の
保
護
・
再
生

に
は
取
組
の
継
続
が
何
よ
り
も
重
要
で

す
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
橋
渡
し

の
た
め
２
０
１
７
年
度
に
「
お
け
が
や
自

然
塾
」
を
開
校
し
、
環
境
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
村
理
事
長
は
、
美
し
い
日
本
を
、
そ

し
て
34
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
子

ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と
、

話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
の

舘
定
宣
会
長
か
ら
、「
国
の
天
然
記
念
物

の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
保
護
に
向
け
た
取
組
」

と
題
し
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
を
追
う
ご
と
に
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
地
球
。
予
測
で
き
な
い
自
然
災
害
が
世

界
中
に
広
が
り
、
乾
燥
に
よ
る
山
林
火
災

が
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
、
人
間
だ
け

で
な
く
、
地
球
上
に
生
息
す
る
動
・
植
物

を
絶
滅
に
追
い
や
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
27
日
に
開
か
れ
た
Ｅ
Ｕ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
で
は
じ
め
て
の
女
性

委
員
長
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ン
デ
ア

ラ
イ
エ
ン
は
、
就
任
演
説
で
環
境
問
題
を

最
優
先
課
題
に
取
り
上
げ
て
気
候
変
動
問

題
を
真
っ
先
に
取
り
組
む
と
強
調
し
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出

国
で
中
国
に
次
ぐ
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
「
気
候
変
動
締
結
国
会
議
」
か

ら
離
脱
す
る
と
宣
言
し
て
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
規
制
を
や
め
ま
し
た
。
温
暖

化
現
象
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
５
億
人
の

人
口
を
抱
え
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ー

ダ
ー
が
次
世
代
の
子
供
た
ち
へ
の
責
任
と

し
て
、
こ
の
難
問
題
を
解
決
さ
れ
る
よ
う

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
か
つ
て
地
球
温
暖
化
問
題
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
安
倍
総

理
は
ア
メ
リ
カ
追
従
の
よ
う
な
対
応
ば
か

り
が
目
立
ち
ま
す
。「
京
都
議
定
書
」
に

代
表
さ
れ
る
日
本
は
、
自
動
車
の
排
気
ガ

ス
だ
け
で
な
く
石
炭
火
力
発
電
の
削
減
な

ど
い
く
ら
で
も
取
り
組
め
る
課
題
の
は
ず

で
す
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
真
剣
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
希
望
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

わ
が
財
団
は
、
30
年
ほ
ど
の
「
タ
ン
ザ

ニ
ア
・
モ
デ
ル
事
業
」
を
終
了
し
て
、
あ

ら
た
に
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
で
の
植
林

に
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人　

緑
の
地
球
防
衛
基
金

理
事
長　

大
石
　
正
光

長時間にわたる会合でしたが、出席者は熱心に聞き入っ
ていました。報告者は虹別コロカムイの会舘会長
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て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
球
上
の
酸

素
供
給
源
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
の
森
は
、
先

進
国
の
人
々
の
胃
袋
を
満
た
す
た
め
に
消

失
し
て
い
ま
す
。

先
住
民
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
命

が
け
の
戦
い

支
援
対
象
地
域
の
シ
ン
グ
ー
イ
ン

デ
ィ
オ
国
立
公
園
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が

正
式
に
承
認
し
た
エ
リ
ア
で
、
部
外
者
は

滞
在
許
可
証
を
所
持
し
な
い
限
り
立
入
禁

止
で
す
が
、
こ
の
地
域
に
生
息
す
る
珍
し

い
動
植
物
を
乱
獲
、
乱
伐
す
る
不
法
侵
入

者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
密
猟
者
が
野
宿

し
火
の
不
始
末
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
援
対
象
地
域

を
横
切
る
州
道
を
通
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
の
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
、
放
置
さ
れ

た
空
き
缶
が
直
射
日
光
に
よ
り
火
が
つ
き

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
火
災
で
一
番

重
要
な
の
は
、火
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

消
防
団
で
は
、
乾
期
の
終
わ
り
に
村
々
で

行
わ
れ
る
伝
統
的
焼
畑
の
火
入
れ
に
際
し

て
、
延
焼
を
防
ぐ
万
全
の
対
策
と
し
て
火

入
れ
の
前
に
緩
衝
地
帯
を
設
け
、
こ
の
作

業
に
立
ち
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
州
道

に
防
火
を
呼
び
か
け
る
看
板
を
立
て
た
り

不
法
侵
入
者
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

団
員
一
人
一
人
が
、
か
ろ
う
じ
て
残

さ
れ
た
保
護
区
の
森
を
守
り
抜
く

年
々
環
境
が
悪
化
す
る
中
で
、
消
防
団

の
若
者
た
ち
は
、
時
に
は
命
の
危
険
に
晒

さ
れ
る
よ
う
な
過
酷
な
活
動
に
果
敢
に
立

ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
森

は
自
分
た
ち
で
守
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の
森
は

地
球
の
財
産
だ
。
そ
れ
を
僕
た
ち
森
の
民

が
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
守
る
」
支
援
の
場
で

熱
帯
森
林
保
護
団
体
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
、「
プ
ロ
タ
ゴ
ニ
ズ
モ
」
と
い
う

運
動
の
あ
り
方
で
、
こ
れ
は
課
題
や
問
題

を
彼
ら
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、
解
決
の

道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
を
助
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

２
０
１
７
年
、
支
援
対
象
地
域
の
シ
ン

グ
ー
で
大
火
災
に
な
り
、
全
体
の
15
％
が

消
失
し
ま
し
た
が
、
こ
の
消
防
団
が
活
躍

す
る
地
域
は
大
火
に
な
る
前
に
鎮
火
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
評

価
さ
れ
、
消
防
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
各
都
市

で
こ
の
事
業
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
増

え
、
他
部
族
の
イ
ン
デ
ィ
オ
消
防
団
組
織

を
設
立
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

甚
大
な
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。２

０
１
５
年
に
、
火
災
か
ら
森
を
守
る

目
的
で
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
カ
ヤ
ポ
族

と
ジ
ュ
ル
ー
ナ
族
の
若
者
で
組
織
す
る
消

防
団
結
成
の
支
援
を
、
カ
ヤ
ポ
族
の
リ
ー

ダ
ー
か
ら
熱
帯
森
林
保
護
団
体
に
対
し
強

い
要
望
が
あ
り
、支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

14
集
落
か
ら
招
聘
さ
れ
た
10
代
か
ら

30
代
の
若
者
15
名
で
当
初
は
組
織
し
、
森

林
監
視
場
所
が
あ
る
ピ
ア
ラ
ス
に
集
ま

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
消
防
署
の
専
門
家
が
約

１
か
月
間
防
火
・
消
火
の
訓
練
講
義
を
実

施
し
、
終
了
後
は
各
集
落
に
戻
り
そ
の
周

辺
を
監
視
し
火
災
時
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
ま
し
た
。
今
年
か

ら
新
た
な
消
防
団
員
が
加
わ
り
、
総
勢
33

名
と
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。ア

マ
ゾ
ン
の
よ
う
な
広
大
で
ア
ク
セ

ス
が
非
常
に
困
難
な
森
で
は
、
い
っ
た
ん

火
が
燃
え
上
が
っ
て
し
ま
え
ば
手
の
施
し

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
２
０
１
９
年
度
助
成
団
体
紹
介

熱
帯
森
林
保
護
団
体
の
活
動

熱
帯
森
林
保
護
団
体
は
、
１
９
８
９
年

か
ら
ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
保
護
と
そ
の
地
で

暮
ら
す
先
住
民
（
イ
ン
デ
ィ
オ
）
存
続
支

援
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

急
速
に
減
少
す
る
熱
帯
林
の
現
状

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
８
月
の
間
に

ア
マ
ゾ
ン
の
森
は
、
九
州
全
土
に
相
当
す

る
面
積
が
消
失
し
ま
し
た
。
そ
の
最
大
の

原
因
は
、
森
を
牧
場
造
成
や
大
豆
畑
に
す

る
こ
と
を
奨
励
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
政

策
が
反
映
し
て
い
ま
す
。
高
温
（
日
中
は

50
℃
位
）
で
湿
度
は
10
％
と
過
酷
な
自
然

環
境
の
た
め
、
一
度
出
火
す
る
と
消
火
は

不
可
能
に
な
り
、
火
は
帯
状
に
森
を
舐
め

尽
く
し
ま
す
。
土
地
所
有
者
は
森
林
面
積

の
80
％
を
残
す
と
の
法
律
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、現
状
は
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
森
林
火
災
は
未
だ
か
つ
て
な
い
ほ

ど
火
の
勢
い
が
激
し
く
、
昨
年
の

２
０
０
％
を
超
す
火
災
で
、
何
千
キ
ロ
も

離
れ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
ま
で
一
時
的
に
煙
で

暗
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
森
を
壊
し
大
豆

畑
で
収
穫
し
た
大
豆
の
80
％
、
牛
肉
の

40
％
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
は
加
工
し
た
鶏
肉
を
使
用
す
る
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
等
の
98
％
を
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

輸
入
し
て
お
り
、
鶏
の
飼
料
と
し
て
大
豆

の
殻
を
使
い
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
ア
マ

ゾ
ン
の
森
林
の
消
失
に
日
本
人
も
関
わ
っ

シングー川中流域で火災が発生しインディオ消
防士が消火活動を実施（2019 年９月）

ピアラスにおいて消防団員講習時の記念撮影
（2019 年９月）
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谷
建
設
㈱
、
生
長
の
家
岩
手
県
教
化
部
白

鳩
会
、
ソ
フ
ト
プ
レ
ン
工
業
㈱
、
㈱
大

気
社
東
北
支
店
、
大
成
有
楽
不
動
産
㈱
、

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
岡
山
県
本
部
、「
小

さ
な
親
切
」
運
動
奈
良
県
本
部
、
津
幡
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
有
限
責
任
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
、
戸
田
建
設
㈱
、
中
津
沖
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
七
尾
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、
日
本
郵

便
㈱
市
川
大
洲
郵
便
局
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス

労
働
組
合
、
練
馬
城
南
住
宅
組
合
、
日
立

金
属
労
働
組
合
土
浦
支
部
、
富
士
通
㈱
、

富
士
通
㈱
静
岡
支
社
、
㈱
富
士
通
パ
ー
ソ

ナ
ル
ズ
、
㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
伊
勢
志
摩
、

宮
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、
㈱
ミ
ラ

イ
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
緑
の
会
、
輪
島

市
社
会
福
祉
協
議
会

寄
付
協
力
者

（
９
月
16
日
～
12
月
15
日
敬
称
略
）

飯
塚
友
康
、
石
本
信
二
、
大
渕
清
孝
、
小

松
原
誠
、
㈱
正
宝
住
販
、
㈱
セ
デ
ィ
ナ
、

田
中
和
子
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー
協

会
、
森
口
修
、
渡
邉
公
伸

査
活
動
）

⑧　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会

（
ト
ン
ボ
の
種
の
保
全
と
自
然
環
境
を
守
る
）

⑨　

上
総
自
然
学
校

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
）

⑩　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護

基
金
（
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
密
猟
防
止
）

⑪　

真
庭
遺
産
研
究
会
（
水
と
緑
の
回
廊
再

生
に
よ
る
日
本
最
大
級
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
生
息
地
で
の
環
境
保
全
活
動
）

⑫　

虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会

（
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
繁
殖
と
河
畔
林
造
成
）

⑬　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ヘ
ル
の
森
（
マ
リ
共
和

国
に
お
け
る
劣
化
し
た
里
山
の
再
生
試
験
）

⑭　

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護

活
動
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
植
林
活
動
）

２
０
１
７
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
前
年
度
比

１
．
２
％
の
減
少

２
０
１
９
年
11
月
、
環
境
省
は
２
０

１
７
（
平
成
29
）
年
度
の
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
公
表
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
排
出
量
は
、
12
億

９
，
２
０
０
万
ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
で
、

前
年
度
比
１
．
２
％
減
。
２
０
１
３
年
度

以
降
５
年
連
続
で
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２
０
１
３

年
度
比
で
26
％
削
減
す
る
と
の
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
今
回
の
数
値
は
２
０
１
３

年
度
比
８
．
４
％
の
減
少
に
止
ま
っ
て
お

り
、今
後
一
層
の
削
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
０
年
度

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」

の
助
成
14
団
体
決
ま
る

株
式
会
社
セ
デ
ィ
ナ
の
「
地
球
に
や
さ

し
い
カ
ー
ド
」
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源
と

す
る
２
０
２
０
年
度
助
成
対
象
団
体
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
～
９
月
に
応
募

が
あ
っ
た
18
団
体
を
対
象
に
、
11
月
の
審

議
委
員
会
の
慎
重
な
審
査
を
経
て
、
同
月

の
理
事
会
で
14
団
体
の
事
業
に
助
成
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

①　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
ｏ
Ｅ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

（
パ
リ
協
定
実
施
ス
タ
ー
ト
を
見
据
え
た

地
球
温
暖
化
対
策
強
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
転
換
の
た
め
の
提
言
・
普
及
啓
発
活
動
）

②　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熱
帯
森
林
保
護
団
体

（
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ポ
ト
ジ
ャ
リ
ー
ナ
先
住

民
族
保
護
区
の
消
防
団
消
火
・
消
防
事
業
）

③　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
自
然
環
境
教
育
事
業
、
尾
瀬
の

自
然
保
護
に
関
す
る
調
査
研
究
、
自
然
環

境
保
護
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
）

④　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿

線
の
外
来
性
植
物
除
去
事
業
及
び
啓
発
活
動
）

⑤　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夏
花
（
石
垣
島
白
保
地
区

に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
保
全
活
動
）

⑥　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会

（
ネ
パ
ー
ル
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
地
方
レ
ス
パ
ル

村
（
他
２
村
）
緑
化
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

⑦　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ

ピ
ー
オ
ー
（
遠
州
灘
海
岸
に
お
け
る
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
産
卵
地
の
環
境
保
護
と
調

足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
９
月
16
日
～
12
月
15
日
敬
称
略
）

石
丸
祐
弘
、
市
川
浩
一
、一
柳
清
美
、
伊

藤
富
実
子
、
魚
森
美
津
子
、
大
山
昌
克
、

黒
澤
一
雅
、
小
松
原
誠
、
椎
名
宏
子
、
下

田
正
枝
、
円
谷
光
行
、
中
泉
亜
紀
、
福
田

順
子
、
藤
野
拓
也
、
山
口
元
子
、
和
田
美

紀
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
９
月
16
日
～
12
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
朝
日
工
業
社
、
安
藤
産
業
㈱
、
石
川
県

社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
ウ
テ
ナ
、
㈱
Ｆ
Ｔ

Ｈ
Ｒ
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
、
㈱
エ
ム
・

シ
ー
・
ス
ク
エ
ア
、
共
和
食
品
㈱
、
近
畿

容
器
㈱
、
光
陽
精
機
㈱
つ
く
ば
工
場
、
コ

ニ
シ
セ
イ
コ
ー
㈱
久
御
山
工
場
、
齊
藤
建

設
㈱
、
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
㈱
、
㈱
Ｊ
Ｍ
九
州

Ｆ
Ｃ
会
、
㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、
新

使用済み切手等売上表
（9月16日～12月15日）

未使用テレホンカード 25,000 円

未使用／使用済切手 305,579 円

未使用／書き損じハガキ 20,052 円

外国コイン＆紙幣 0 円

合　　　計 350,631 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済
み切手などをお送り下さりあり
がとうございます。
　当基金では、皆さまからお送
りいただいた「未使用／使用済
み切手」「未使用／書き損じハガ
キ」「外国コイン＆紙幣」の売上
金を植林活動等に役立てていま
すが、最近減少気味です。
　皆さまからのご協力をお待ち
しています。
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